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2011年 8月 15日� 国立国語研究所 

喜界島南部・中部地域のアクセント�

窪薗晴夫  
 

１�はじめに  
 

� � ２０１０年９月に行った喜界島方言合同調査をもとに、島の南部・中部地域（湾
わん

、中

里、上嘉鉄
かみ か て つ

、阿伝
あ で ん

、坂嶺
さかみね

、塩道の６集落）について、そのアクセント体系を概観する。

本稿の前半では先行研究（上野  2000, 2002a）を参照しながら湾と中里の２集落のアクセ

ント体系を分析し、後半では、この２集落との異同を中心に他の集落の体系を記述・分

析する。北部方言（小野津）については上野（2002a/b）を参照されたい。 

 

２�中里方言、湾方言  
 

２．１� 先行研究 

喜界島・湾集落のアクセントについては上野  (2000, 2002a)が分析している。この研究に

よると、湾方言は鹿児島方言や長崎方言と同じく、語の長さに関わらず２つのアクセント

型（以下「ア型」）しか持たない２型アクセント体系である。ただし、鹿児島や長崎のＡ型、

Ｂ型とは所属語彙が一致しないこともあり、上野はα系列、β系列という呼び方をしてい

る。つまり、湾方言はα系列とβ系列の２型アクセント体系を持つ。  

� 上野  (2000, 2002a)によると湾方言は音節ではなく拍（＝モーラ）を基本単位として音調

（トーン）の付与がなされる。この点において、長崎方言や甑島方言（鹿児島県）と基本

的に同じであり、音節を基本単位とする鹿児島方言とは異なる（坂口  2001; 上村  1937, 

1941; 平山  1951, 木部  2000, Kubozono 2010, 2011a/b）。 

次に、α系列とβ系列の違いであるが、α系列は文節単位で、各文節の次末拍のみ低く

なる。鹿児島方言や長崎方言と同じく文節をドメイン（付与範囲）として音調パターンが

付与されるから、名詞単独であれば、その名詞の語末から二つ目の拍が低くなり、他の拍

は高くなる。名詞に助詞が付くと、助詞の最後から二つ目の拍が低くなる。これに対し、

β系列は文節単位ではなく語をドメインとして音調が付与され、語の次末拍の前でピッチ

が上がる。つまり東京方言と同じように、語をドメインとして音調パターンが決まる。た

だし語の長さに関わらず、後ろから３つ目の拍が低く、その次の拍が高くなる。２つの系

列を比較すると次のようになる（○は名詞、△は助詞の１拍を表す）。  

 

（１）�a. α系列：○○
――

、○
――

○○
――

、○
――

○
――

○○
――

、○
――

○
――

○
――

○△
――

、○
――

○
――

○
――

○
――

△△
――

 

� � � � � （所属語彙：水、鳥、鼻、洞窟
が ま

、煙、踊り、形、鋏、雷、暁…） 
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b. β系列：○
――

○○
――

○
――

、○
――

○○
――

○
――

△、○
――

○○
――

○
――

△△ 
� � （所属語彙： 、 、 、 、 、 、 …） 

 

� ２系列の 体 を比較すると表１のようにまとめることがで る。α系列とβ系列のド

メインの違いは、前 が  (1999)のいう語 調( o  on )的な を、後 が語アクセ

ント的な を持っていることを する。つまり同一体系の中に、鹿児島方言のような

語 調と東京方言のような語アクセントが していることになる。  

 

表１ 

 音調の い  

( on  b a n  un ) 

ドメイン 

( o a n) 

 

α系列 
拍  

文節 次末拍が低い 

β系列 単語 次末拍が高い 

 

また音調の い ( on  b a n  un )をもとに２型アクセントの 方言と比較すると表２

のようになる1。この違いは上記の語 調 . 語アクセントの とは 関 しない。  

 

表２ 

音節単位 鹿児島、（甑島） 

拍単位 長崎、甑島、喜界島・湾方言  

 

� を湾方言に すと、上野  (2000, 2002a)は（１）に した２つの音調パターンに対し、

次のような音 的 を している。  

 

� （２）a. α系列：文節の次末拍だ 低い 型  

� � � � b. β系列：単語の次末拍に り がある  

 

まずβ系列ではピッチの上 位 が であり、単語の次末拍（後ろから２つ目の拍）が

その （ り ）を う位 として される。これに対しα系列でもピッチの上 が

こるが、この上 は音 的に なものではく、文節の次末拍が低くなることが な

と される。 

 

 
                                                 
1 甑島（ 方言）は語 部分が音節単位、語末部分が拍単位で音調が付与される（Kubozono 
2010, 2011a/b）。  
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２．２�  

� の合同調査では湾集落において２名のイン ー ント、その南 にある中里集落

において２名のイン ー ントからアクセント ータを 集した。本稿で報告するのは

が調査を行った中年 ２名（各集落１名）2の ータである。 

� この２名の について、単語と文節の言い り形と文の み上 調査を行った。文節

とは、名詞に助詞の「が、から、まで、からも、までも」を付 た形であり、文とは、語

や文節の後にさらに文節が く形（いわ る「 形」）である。調査は調査表に記 され

た調査 目（単語・文節）を２ ずつ み上 てもらい、それを タ 音機に 音し

ながら同 に るという方 で行った（３節以 で する他の集落についても同

である）。 

 

２． �  

２． ．１� �

� まず以下の２拍名詞について述 る。調査語彙の に , とあるのは 語彙の １

、 ３ に所属することをそれ れ する。鹿児島、長崎方言でいくと２拍 １ は

Ａ型、 ３ はＢ型となる。  

 

� （３）水( u)  、鳥( u ) 、鼻( ana) 、洞窟( a a)   

山( a a) 、 ( ana) 、 ( a )、 ( un ) 

 

� これらの語彙は次のような音調パターンを す。以下、「。」は言い り形を、「…。」は

形を表す3。 

 

� （ ）言い り形：○○
――

。○
――

○が
――

。○
――

○も
――

。○
――

○
――

から
――

。○
――

○
――

まで
――

。 

○
――

○
――

か
――

らも
――

。○
――

○
――

ま
――

でも
――

。� � �  

形：� � ○
――

○が
――

…。○
――

○
――

から
――

…。○
――

○
――

まで
――

…。○
――

○
――

か
――

らも
――

…。○
――

○
――

ま
――

でも
――

…。  
    

３拍名詞については次の語彙のアクセントを調 た。 は 語彙の を する。

３拍 １ は鹿児島・長崎ではＡ型、 はＢ型となる。  

 

� （ ）  煙( buɕ ) 、踊り(u u )、形( a aʨ )  

                                                 
2 中里集落のイン ー ントは 喜 （ 5 年 5 月 まれで調査 に ３ ）、湾集

落のイン ー ントは （ 5 年 月 まれ、調査 ）である。  
3 上野 道 の以前の調査では、湾方言と中里方言では 形の音調パターンが 異なって

いたそうである（上野  2000）。 は ータが りず、この点を で ていない。  
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� � � �  鋏( a a ) 、 ( a a ) 、 ( u u ) �  

�  

� これらの語彙は次のような音調パターンを した。  

 

� （６）言い り形：� ○
――

○○
――

。○
――

○
――

○が
――

。○
――

○
――

○も
――

。○
――

○
――

○
――

から
――

。○
――

○
――

○
――

まで
――

。 

○
――

○
――

○
――

か
――

らも
――

。○
――

○
――

○
――

ま
――

でも
――

。 

� � � � 形：� � ○
――

○
――

○が
――

…。○
――

○
――

○
――

から
――

…。○
――

○
――

○
――

か
――

らも
――

…。 
     

拍名詞は雷� a na )と暁(a uʨ )の２語である。これらの語彙の音調パターンは次の

りである。 

 

（ ）言い り形：� ○
――

○
――

○○
――

。○
――

○
――

○
――

○が
――

。○
――

○
――

○
――

○も
――

。○
――

○
――

○
――

○
――

から
――

。 

○
――

○
――

○
――

○
――

まで
――

。○
――

○
――

○
――

○
――

か
――

らも
――

。○
――

○
――

○
――

○
――

ま
――

でも
――

。 

形：� ○
――

○
――

○
――

○が
――

…。○
――

○
――

○
――

○
――

から
――

…。○
――

○
――

○
――

○
――

か
――

らも
――

…。  
�  

２． ．２�  

� （ ）、（６）、（ ）の は（１ ）で述 た上野  (2000, 2002a)の報告と一致している。

すなわ 、文節をドメインとして、最後から二つ目の拍だ が低くなり、他の拍は高く

音される。また、言い り形と 形の に違いはない。後述するβ系列とは違い、言い

り形の末 拍が低くなることはなく、言い り形も 形と同じく文節末の拍は高い。  

ここで o  (197 )や a a u  (1977)の 分節音 ( u o n a  ono o )

の みで分析すると、α系列の基本メ ー (ba  o )は であり、文節をド

メインとして末 から（ から ）この基本メ ーを拍単位で付与すると しい音

調が られる。文節が 拍以上の長さを持つ 合には、 の 音調が から

( a )することになる（   はドメインの を表す）。 

 

（ ）� …  文節 

� �        

 

ここで、○○○
――

や○○○○
――

という音調が されないことを 調してお たい。上野  
(2000, 2002a)の分析―上記の（２ ）―にあるように、低いのは 文節の次末拍だ で

あり、その前の拍はす て高くなる。イン ー ントは「はなが
――

」（鼻が）や「かた
――

」

のような音調に対して一 に 的な を しており、次末拍の前は ず高くなくては

い ない。「鼻が」や「形」には○
――

○○
――

という音調しか されないのである。  
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２． �  

２． ．１� �

� β系列については次の語彙についてアクセントを分析した。これらは鹿児島方言、長崎

方言においてＢ型アクセントをとる語彙である（たと ば「 」は 方言で「うみ
――

」と

音される）。 

 

� （９）  a. ２拍名詞 

� � (u ) 、 (nab )、 ( un )、 (u u) 、 ( a) 

�  b. ３拍名詞 

� � ( a ana) 、 ( a )  

�  . 拍名詞 

い ( ab )、 ( o )、かま り、  

 

これらの調査語彙に対して られた音調は次の りである（「 」は語彙 、 あ

るいは に れがあることを表す）。上野  (2000, 2002a)の記述と一致する。  

 

（１０）a. ２拍名詞 

       � 言い り形：○
――

○。○
――

○
――

が。○
――

○
――

も。○
――

○
――

か
――

ら。○
――

○
――

ま
――

で。 

○
――

○
――

から
――――

も。○
――

○
――

まで
――――

も。  

� � � �  形：� � ○
――

○
――

が
――

…。○
――

○
――

から
――――

…。○
――

○
――

から
――――

も
――

…。  
� � � � � b. ３拍名詞 

       � � 言い り形：○○
――

○。○○
――

○
――

が。○○
――

○
――

も。○○
――

○
――

か
――

ら。○○
――

○
――

ま
――

で。 

○○
――

○
――

から
――――

も。○○
――

○
――

まで
――――

も。 

� � �  形：� � ○○
――

○
――

が
――

…。○○
――

○
――

から
――――

…。○○
――

○
――

から
――――

も
――

…。  
� � � . 拍名詞 

       � � 言い り形：○
――

○○
――

○。○
――

○○
――

○
――

が（ ○
――

○○○
――

が）。○
――

○○
――

○
――

も。  

○
――

○○
――

○
――

か
――

ら。○
――

○○
――

○
――

ま
――

で。○
――

○○
――

○
――

から
――――

も。○
――

○○
――

○
――

まで
――――

も。 

� � �  � � 形：� � ○
――

○○
――

○
――

が
――

…。○
――

○○
――

○
――

から
――――

…。○
――

○○
――

○
――

から
――――

も
――

…。  
 

２． ．２�  

� α系列とは異なり、β系列では言い り形と 形が異なる音調を持つ。言い り形と

形に するのは、「文節」ではなく「単語」の最後から３つ目の拍（ ）が低くな

り、この拍とその後ろの拍（ ）の でピッチが上 することである。語が２拍以下の

長さしかない 合（つまり がない 合）には、語 （つまり ）から高く 音され

ることになる。 
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形の 合には、― だ が低くなり、助詞も め他の拍はす て高くなる。２拍名

詞の 合には、文節 体が高くなることになる（たと ば「うみ
――――

から
――――

…」）。これに対し、
言い り形では、― に 、文節末の拍も低くなる。２拍名詞が単独で 音される 合

には、○
――

○（たと ば「う
――

み。」）となる。このように、文節末の拍が低くなるか かとい

う点において、言い り形と 形が される。  

言い り形の音調が文末を表す文 の音調 (boun a  on )であると すると、上野  

(2000, 2002a)が するように、 が低く、 が高くなることがβ系列のアクセント

ということになる。言い り形は、このアクセント の上に、文節末の拍を低くす

るという文 の音調が さるだ である。たと ば２拍名詞が単独で○
――

○（たと ば

「う
――

み。」）と 音されるのは、 が高いという語アクセントの と、文節末拍が低い

という文末音調が み合わさったに ない。  

以上の観 を 分節音 に基 いて分析すると、次のようになる。まず基本メ

ーはα系列と同じく とみなすことがで る。ただし、この音調はα系列のように

文節末から付与されるのではなく、語末から付与され、さらに語末拍を音 的に

( n b )として音調付与のドメインから さなくてはい ない。つまり を単語単位

で、かつ語末拍を いて、 から 付与するのである。 すると（１１）のようにな

る（ は音 的に な拍を する）。この「音 的に 」という 方は一

するとアド ックなように るが、後述する他の集落（上嘉鉄、阿伝、塩道）の分析

にも であることから、一 に るとは言 ない。また上で たように、音調がα

系列では文節をドメインとして音調が付与されるのに対し、β系列では語をドメインとし

て付与される。同一体系 でこのような み合わ があること 体、 に い。こ

のことは、喜界島の 集落（３節以 ）の体系と比較する に な イントとなる。  

 

（１１）  …  語  

 

 

 

（１１）の分析についてはもう一つ、基本メ ーが ではないことを 調してお

たい。語末から て３拍目と２拍目の でピッチが上 することがβ系列の であ

ると述 たが、語のアクセント はこれだ ではない。もしこのピッチ上 だ が

な であるならば、 拍名詞の （ 形）、 （言い り形）に て

（ 形）、 （言い り形）という音調も されるはずであるが、 に

は されない。たと ば「め らび。」（ い 、言い り形）に対してイン ー ン

トは「め ら
――

び。」という音調は されず、「め
――

ら
――

び。」だ を した。語末から 拍

目の 音調が らかの文音調（たと ば boun a  on ）でない り、これは語の とし
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て される ものである。このことが（１１）において を基本メ ーと

する 一の である。さらに、この基本メ ーを することによりα系列とβ

系列の を ることも となる。  

 

２． � �

� 湾と中道の２つの集落については上記のことに 、次のような も観 された。  

 

２． ．１� １ �

１拍名詞にはア型の がなく、す てα系列の音調パターンをとる。  

 

（１２） (ʨ ) 、 ( a )、 ( )、 ( a ) 目( ) 、木( ) 、 ( a )�  

    � � � ○○
――

。○
――

○が
――

。○
――

○が
――

…。○
――

○
――

から
――

。○
――

○
――

か
――

らも
――

。 
 

ここではα系列とβ系列が中 しているわ であるが、な β系列ではなくα系列の方

に 合されるのか、その はわからない。（１２）の語彙が（１０a）に したβ系列２

拍名詞と同じ音調を したとしても、音 的にも音 的にも ら は じないはずであ

る。 

（１２）に したように、１拍名詞は助詞が付いても付かなくても、 音が びて 体

が２拍名詞と同じ長さで 音される。これは１拍から２拍 という音 的な長 音 であ

り、後述する 文の長 音 とは が異なる（２ ３節）。 文に られる長

音 は、音調パターンが決まった後で音 的に びるものであるが、１拍名詞の長 音

は語 体が２拍になり、２拍名詞と同じ音調パターンを持つ。つまり、音調パターンが決

まる前に こる音 的な長 音 である。あるいは、これらの名詞は ンにおいて

最 から２拍名詞として されているのかもしれない。 

 

２． ．２� �

調査語彙表以 で、いくつかの 語とア ット 文 語のアクセントを調 た

ところ、これらの 語語彙はす てβ系列であった。（１３）に言い り形の音調を す。  

 

（１３）� タン
―――― ――

ン。チ
――――――

ー
――

ト。 ー
――――――――――

ー
――

ー。  

� � � � � � ピー
――――

アー
――

（ ）。 ー
―― ― ― ―

アー
――

（ ）。
――

ー
――――

ー（ ）。 
――――――

ーア
――

イ（ Ｂ ）。ピー
――――――――

ー
――

ー（ Ａ）。 

イ
――――――――――

ー
――

ー（ Ａ）。 
 

� （１３）からもわかるように、語末から３拍目が低く、２拍目が高く 音される。言い
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り形の 合には、これに て、文 の音調 (boun a  on )によって文節末の拍が低

くなる。また、音調付与が音節単位ではなく拍単位であることは、 に た 語の 合と

同じである。この点において、音節と拍の 方に 存する甑島方言とは異なる。参 まで

に甑島方言の音調を（１ ）に す。いずれも甑島方言のＡ型アクセントの 音である（ . 

１。 については Kubozono 2010, 2011a/b を参照）。 

 

� （１ ）タン
―――― ――

ン、チ
―――― ――

ート、 ー
――――――――

ー
――

ー、ピーア
――――――

ー 、 ーア
――――――――

ー 、 

ー
――――――――

ー、
――――

ーア
――

イ、ピー
――――

ー
――

ー、 イ
――――――――

ー
――

ー 
 

ここで湾方言・中里方言の 語がβ系列に属していることに 目したい。２ 節で

たβ系列の語彙が鹿児島方言や長崎方言ではＢ型アクセントで 音されることを る

と、これは な である。鹿児島方言や長崎方言、甑島方言では 語は基本的にＡ

型で 音される。またこれらの方言のＡ型の 語は喜界島湾方言・中里方言ではα系列と

なる（２ ３節、２ 節）。これらの を前 にして方言 に対 があると するな

らば、湾方言・中里方言の 語はα系列に属することが されるのであるが、 に

はその である。これはな であろうか。  

鹿児島方言な のＡ型アクセントと湾方言・中里方言のβ系列に する は、単語

の末 （湾、中里では言い り形の末 ）が低く 音されるということである。「チ

ート」という語を にとると、次のようになる。 の音調パターンは方言 とに異なる

が、語末が低く 音されるという点では している。これは、東京方言や 方言の

語にも した である。  

 

（１ ）鹿児島方言：   � チ ー
――――

ト  

長崎方言： � � チ
――――――

ート 

甑島方言： � � チ
―――― ――

ート 

湾・中里方言：� チ
――――――

ー
――

ト  

東京方言： � � チ
――――

ート 

方言：� � � チ
――

ート 
 

もし 語にもう一つのア型（鹿児島方言な のＢ型、湾・中里方言のα系列、東京方

言や 方言の平 型（ 型））が付与されていたら、次のように語末が高く 音される

ことになる。 

 

（１６）� 鹿児島方言： チ ート
――

 

長崎方言： チ ート
――
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甑島方言： チ
――――――

ート
――

 

湾・中里方言： チ
――――――――

ート
――

 

東京方言： チ ート
――――――――

 

方言： チ
――――

ート
――――――――

（高 ） 

チ ート
――

（低 ） 
 

ア ット 文 語を 語が（１６）ではなく（１ ）のア型で 音される

ということは、 語の単語単独 の音調パターンと一致する。 語では単語の単独

がす てピッチ下 を って 音され、語末は に低く 音される。たと ば o a

という３音節語は語 音節にアクセント（ ）を持 、２音節目以 が低く 音される。

（１ ）に られる日本語 方言の 語 音は、 語のこの音 （ ）を日

本語の中に保持した と ることがで る  (Kubozono 200 , 2007)。  

ここで、喜界島湾・中里方言のβ系列は、言い り形だ が語末を低く 音され、

形ではそうならないのではないかという が じるかもしれない。たと ばチ ー

トの 形は「チ
――――――

ー
――

ト
――

」であり、語末が低くならないという点では（１６）のα系

列と同じではないかという 方である。たしかに 形と言い り形の でいうと、同

じβ系列でも言い り形だ が語末が低く 音される。 語の音調パターンを （保持）

したと ると、 うして 形ではなく言い り形が 語の パターンを決めるの

かということが になる。  

しかし言い り形は単に 形（後ろに も しない形）というだ でなく、単語

の単独 であるということも 落としてはならない。β系列に られる語末のピッチ下

が に語（アクセント）の ではないとしても、平 文としての単独 において語

末の音調が低くなるという は わらない。 語の単語単独 と日本語の単語単独

の で、語末のピッチ下 という が されていると ると、（１ ）の は

なく で る。 

ついでながら、 語の単語単独 に られるピッチ下 もまた「単語」の ではな

いことを付言しておく がある。 のように、 語はピッチアクセントの言語ではな

く アクセントの言語である。 として のパターンだ が語彙的に されてお

り、ピッチの （高低、上 、下 な ）は文の （イント ー ン）で決まる。

それ 、 o o a な の語において語末が低く 音されるという は 語の語アクセ

ントの ではなく、この言語の平 文が持つ文の である。語が される に

は、 語において語の か文の かということは にならず、単語単独 の

音調パターンが されているようなのである。  
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２． ． � �

� 次にアクセントとの関 で 文の について述 る4。鹿児島方言（木部  2010）

や甑島方言（窪薗  2011）と同じように、湾・中里方言では 文が文末のピッチ下 によ

って表される。この方言の 文には鹿児島方言と同じく「な」という 助詞が付くよう

であるが、 の ではこの 助詞がしばしば長 音 を こし、「なあ」と２拍分の長

さで 音される。 の音調を表すと次のようになる。各 アの が平 文の言い り

形、 が 文である。 

 

� （１ ）a. α系列：がま
――

（洞窟）。が
――

まな
――

あ �  

� � � � � �   � � � はな
――

（鼻）。は
――

なな
――

あ  

� � � � � � �   � �
――

し
――

（煙）。
――――

しな
――

あ   

b. β系列：う
――

み（ ）。うみ
――――

な
――

あ  

� � � � � � � �   � はた
――

な（ ）。はた
――

な
――

な （ はたな
――――

な
――

あ ） 
 

� ここで次の２点に する がある。まず 一に、この方言では 助詞の「な」が「が」

をはじめとする 助詞と同じように、先行 と同じアクセント単位（音調付与ドメイン）

に る。「はな（鼻）」を にとると、後ろに「な（あ）」が付くことによって、「はな」の

音調も わってしまう。これに対し、鹿児島方言では 助詞と 助詞はアクセント的に異

なる る いを 、同じ を表す「な（あ）」は先行 と同じアクセント単位に ら

ず、よって、先行 の音調を ることもない（（１ ）に 体 を す）。 の言い方

をすると、鹿児島方言では の 助詞「な（あ）」を先行 と同じ文節に れないが、

湾・中里方言では先行 と同じ文節に れる。  

�  

� （１ ）� は
――

な。（鼻）� は
――

なな � は
――

ななあ � （ . はな
――

が、はなか
――

ら） 

はな
――

。（ ）� はな
――

な � はな
――

なあ   （ . はなが
――

、はなから
――

） 
 

� （１ ）についてもう一つ いのは、 助詞「な」の長 音 とアクセントとの関

である。「が
――

まな
――

あ 」という音調は「がま」に１拍助詞が付いた音調（が
――

まが
――

）と一致

し、２拍助詞が付いた音調（が
――

ま
――

から
――

）とは一致しない。「
――――

しな
――

あ 」の音調も、「

し」に１拍助詞が付いた音調（
――――

しが
――

）と一致し、２拍助詞が付いた音調（
――――

し
――

から
――

）

とは一致しない。もし名詞の末 音が長 音 を こした後にアクセント（音調）が付

与されるのであれば、「が
――

まな
――

あ 」や「
――――

しな
――

あ 」の音調は で なくなる。つま

り、これらの 文音調は次のような を して めて がつく。  

                                                 
4 ここで述 ることは中里方言 の観 に基 く。  
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� （１９）基 形�  � �  �  がま な し な 

� � � � � アクセント付与（α系列）�  が
――

まな
――

  
――――

しな
――

 

� � � � � 長 音  � �  �  が
――

まな
――

あ
―――

 
――――

しな
――

あ
―――

 

� � � � � 言い り形（ ） �  が
――

まな
――

あ 
――――

しな
――

あ 
 

� β系列の 形（１ ）についても同 の分析がで る。 

 

� （２０）基 形� �   �  うみ な 

� � � � � アクセント付与（β系列）�  うみ
――――

な
―――

 

� � � � � 長 音 � � � � � � � � �  うみ
――――

な あ
――――――

 

� � � � � 言い り形（ ）� � � �  うみ
――――

な
――

あ 
 

この分析は、 を表す 助詞「な」の長 音 が音 的なものではなく単に音 的な

であることを している。この点において、２ １節で述 た１拍名詞の長

音 とは が異なる。 

�  

�  
 

ここまで、湾と中里の２集落についてアクセント体系の概 を て たが、ここからは

喜界島南部・中部の他の集落に範囲を て集落 の異同を してみたい。まず湾集落、

中里集落から北に のところにある坂嶺集落について述 る。この集落は北部方言

の小野津集落と湾・中里集落との う 中 に位 しているが、アクセント的にも湾・

中里集落とは 異なっている。 報告するのは が調査を行った一 の高年 5

の ータである。なお、 の関 で調査で なかった 目（ に 形の音調）も な

くないことを付言しておく。  

 

．１�  

� 拍を基本単位とする２型アクセント体系を持つ点では湾および中里の集落と わらない

（この点は本稿で するす ての集落に した である）。  

� 次にα系列とβ系列の の音調パターンであるが、α系列については湾・中里と ら

わらない。つまり、文節をドメインとして、最後の３拍が （次末拍だ が低い）

という音調パターンを す。また湾・中里と同じく、α系列では言い り形と 形が同

                                                 
5  （79 、1931 年 2 月 まれ）。  
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じパターンを す。言い り形で文節末が下がらない点も湾・中里と同じである。さらに、

この集落でも１拍名詞はす てα系列であり、 音が 長 を こしてアクセント的には

２拍名詞と同じ るまいを す。  

� これに対し、β系列の音調は湾・中里集落と に異なる。２拍名詞（ 、 、 ( un )、

、 ( a)）の は次の りである。  

 

（２１）言い り形：○
――

○。○
――

○
――

が。○
――

○
――

も。○
――

○
――

か
――

ら ○
――

○か
――

ら 。○
――

○
――

ま
――

で。 

○
――

○
――

から
――――

も ○
――

○か
――

ら
――

も。○
――

○
――

まで
――――

も ○
――

○まで
――――

も。  

� � � 形：� ○
――

○
――

が
――

…。 
 

� （２２）と（２３）に３拍名詞と 拍名詞の を す。前 は「 ( a ana)、 ( a )、

あばら ( a a u＝がまの )」の語、後 は「 ( a )、 い ( ab )、 ( z o )、

(a a o )」である。 

 

（２２）言い り形：○○
――

○。○○○
――

が ○○
――

○
――

が。○○○
――

も。 

○○○か
――

ら ○○○
――

か
――

ら。○○○ま
――

で。○○○から
――

も ○○○から
――――

も。  

○○○まで
――

も ○○○まで
――――

も。  

� � � 形：� ○○○が
――

… ○○○
――

が
――

…。� �  
 

� （２３）言い り形：○
――

○○
――

○。○
――

○○○
――

が ○
――

○○
――

○
――

が。○
――

○○○
――

も。  

○
――

○
――

○○か
――

ら ○
――

○○○か
――

ら。 

○
――

○
――

○○ま
――

で ○
――

○○○ま
――

で。 

○
――

○○○から
――――

も ○
――

○○○から
――

も ○
――

○
――

○○から
――

も。 

○
――

○○○ま
――

で
――

も ○
――

○○○まで
――

も。  

� � � � � 形：○
――

○○○
――

が
――

…。○
――

○○○まで
――――

…。○
――

○○○まで
――――

も
――

…。  
 

� （２１） （２３）を して、言い り形と 形の違いは湾や中里集落のものと同じ

であり、言い り形では文節末の拍が低くなるのに対し、 形は文節末まで高くなる。

となるのが、ピッチ上 の位 であるが、この集落は中里・湾 には語（名詞）の

での上 が ではなく、 しろ文節をドメインとして でピッチが上 する

が られる。つまり、文節 体の後ろから３つ目と２つ目の拍の でピッチが上 するパ

ターンがもっとも一 的なように る。またピッチが上 する前の低音調の部分も、湾・

中里では １拍に られていたのに対し、この坂嶺方言では２拍から３拍に ことが

                                                 
 の 音は、名詞と助詞を の文節に分 た（＝助詞を 調した） 音の も

ある。  
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しくなく7、この点において語彙 あるいは でも なから ー ンが観

された。 

 

．２．  

β系列について湾・中里方言と坂嶺方言の違いをまとめると次表のようになる。  

 

� � 表３ 

湾・中里 ○
――

○。 ○
――

○
――

が。 ○
――

○
――

か
――

ら。 ○
――

○
――

から
――――

も。 

坂嶺 ○
――

○。 ○
――

○
――

が。 ○
――

○
――

か
――

ら  

○
――

○か
――

ら。 

○
――

○
――

から
――――

も  

○
――

○か
――

ら
――

も。 

湾・中里 ○○
――

○。 ○○
――

○
――

が。 ○○
――

○
――

か
――

ら。 ○○
――

○
――

から
――――

も。 

坂嶺 ○○
――

○。 ○○○
――

が  

○○
――

○
――

が。 

○○○か
――

ら  

○○○
――

か
――

ら。  

○○○から
――

も  

○○○から
――――

も。 

湾・中里 ○
――

○○
――

○。 ○
――

○○
――

○
――

が。 ○
――

○○
――

○
――

か
――

ら。 ○
――

○○
――

○
――

から
――――

も。 

坂嶺 ○
――

○○
――

○。 
 

○
――

○○○
――

が

○
――

○○
――

○
――

が。 

○
――

○○○か
――

ら  

○
――

○
――

○○か
――

ら。  

○
――

○○○から
――――

も  

○
――

○○○から
――

も  

○
――

○
――

○○から
――

も 

 

この比較表からもわかるように、湾・中里方言と坂嶺方言は「 位 での上 」とい

う は しながらも、音調の付与ドメインを異としている。前 は語（名詞）の中の

位 でピッチが上 するのに対し、後 は文節をドメインとして 位 で上 が

こっている。上 位 に 目して比較すると次のようになる（  はドメインの を表す）。 

 

（２ ）β系列 

� � 湾・中里� � ○○
――

○ 。�  ○○
――

○
――

が。 ○○
――

○
――

か
――

ら。  � ○○
――

○
――

から
――――

も。�  

� � 坂嶺� � � � ○○
――

○ 。� ○○○
――

が 。�  ○○○か
――

ら 。 � ○○○から
――

も 。 
  

この が し れば、坂嶺方言はα系列に合わ るかのように、β系列でも「単語」

から「文節」 と音調付与のドメインが 行している（しつつある）ことになる。つまり、

湾・中里方言では語 調的なα系列と語アクセント的なβ系列が 存していたのに対し、

坂嶺方言の体系は一 され、α系列もβ系列も語音調的な を持っていると言

る。 

                                                 
7 たと ば３拍名詞 １拍助詞の音調パターンは「○○○

―

が。」であり、「○
―

○○
―

が。」は てこ

ない。 拍名詞 １拍助詞でも、「○
――

○
――

○○
―

が。」というパターンは観 されなかった。  
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� 中  
 

� 次に、湾集落・中里集落から坂嶺とは の方 に んだところにある東 の集落につ

いて述 る。 が調査を行ったのは島の南 にある上嘉鉄集落と、そこから

に って北東 のところにある阿伝集落、さらにそこから北東 のところ

に位 する中道集落の３つの集落である。この３集落は 同じ体系と音調パターンを持

っているため、この節でまとめて じることにする。ここで報告するのは各集落１名分の

ータとそれに基 く分析である8。 
� これらの３集落は、２型アクセント体系である点、音節ではなく拍を基本単位とする点

では、これまで した３集落（湾、中里、坂嶺）と同じである。異なるのは 体的な音

調パターンであり、β系列の音調は湾・中里集落の音調と わらないが、α系列の音調は

異なっている。以下、 に ていくことにする。  

 

．１� �

� まず２拍名詞は次のような音調を す。 体的には「水 ( u)、鳥( u )、鼻( ana)、洞窟

( a a)、山( a a)、 ( a )、 ( ana)、 ( un )」の語彙である（助詞の「が」「も」は

それ れ「 」「 」となるが、ここでは前 で表す）。  

 

� （２ ）言い り形：○○
――

。○
――

○が
――

。○
――

○も
――

。○
――

○か
――

ら。○
――

○ま
――

で。○
――

○から
――――

も。 

○
――

○まで
――――

も。 

� � � � � 形：� � ○
――

○が
――

…。 
 

� ３拍 拍名詞の音調は次のようになる。３拍名詞は「煙 ( buɕ ) 、踊り (u u )、形

( a aʨ )  鋏( a a ) 、 ( a a ) 、 ( u u )」の 語、 拍名詞は「暁(a uʨ )」、 拍

名詞は「雷( a na )」である。 

 

� （２６）言い り形：  ○
――

○○
――

。○
――

○
――

○が
――

（ ○
――

○○が
――

）。○
――

○
――

○も
――

。○
――

○
――

○か
――

ら。 

○
――

○
――

○ま
――

で（ ○
――

○○ま
――

で）。○
――

○
――

○から
――――

も（ ○
――

○○から
――――

も）。 

○
――

○
――

○まで
――――

も。 

� � � � � 形：○
――

○
――

○が
――

…。 ○
――

○
――

○か
――

ら
――

…。○
――

○
――

○ま
――

で
――

…。○
――

○
――

○から
――――

も
――

…。 9 

                                                 
8� 上嘉鉄の は 一（おおともかつい ） 、 ３ （193 年 12 月 まれ）。阿伝の

は （ もと じお） 、 ９ （1950 年 11 月 まれ）。中道の は 夫（

じわらてるお） 、６ （1943 年 月 まれ）である。  
9 （２６） （２ ）の � � は の ータはなく、他の から したものである。  
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� �  

� （２ ）言い り形：  ○
――

○
――

○○
――

。○
――

○
――

○
――

○が
――

。○
――

○
――

○
――

○。○
――

○
――

○
――

○か
――

ら。 

○
――

○
――

○
――

○ま
――

で。○
――

○
――

○
――

○から
――――

も。○
――

○
――

○
――

○まで
――――

も。 

� � � � � 形：○
――

○
――

○
――

○が
――

…。○
――

○
――

○
――

○か
――

ら
――

…。○
――

○
――

○
――

○ま
――

で
――

…。○
――

○
――

○
――

○から
――――

も
――

…。  
 

（２ ）言い り形： ○
――

○
――

○
――

○○
――

。○
――

○
――

○
――

○
――

○が
――

。（ ○
――

○
――

○
――

○○が
――

。）○
――

○
――

○
――

○
――

○も
――

。  

○
――

○
――

○
――

○
――

○か
――

ら。○
――

○
――

○
――

○
――

○ま
――

で。○
――

○
――

○
――

○
――

○から
――――

も。○
――

○
――

○
――

○
――

○まで
――――

も。 

� � � 形：○
――

○
――

○
――

○
――

○が
――

…。 

○
――

○
――

○
――

○
――

○か
――

ら
――

…。○
――

○
――

○
――

○
――

○ま
――

で
――

…。○
――

○
――

○
――

○
――

○から
――――

も
――

…。  
 

� 一 すると湾・中里２集落のα系列と同じように、文節をドメインとして○
――

○○
――

、○
――

○
――

○

○
――

という音調パターンが付与されているように る。たと ば名詞単独形や名詞 １拍

助詞の音調は湾・中道集落のものと同じであり、文節末が という音調を持つ。しか

しながらこの一 は、助詞が２拍かそれ以上の長さを持つ 合には しない。この

合には、文節の次末拍ではなく、名詞（＝語）の最後の拍が低くなる。つまり上嘉鉄・阿

伝・塩道では、名詞の 後が高くなることが音 的に なようである（上嘉鉄の は上

嘉鉄・阿伝・塩道の 形を表す）。  

�  

� （２９）湾・中里� ○
――

○
――

○が
――

。○
――

○
――

○
――

から
――

。� � � � � � ○
――

○
――

○
――

か
――

らも
――

。 

上嘉鉄� �  ○
――

○
――

○が
――

。○
――

○
――

○か
――

ら ○
――

○○か
――

ら。○
――

○
――

○から
――――

。 
 

� この上嘉鉄のパターンも基本メ ーは と分析で る。湾・中里との違いは音

調付与ドメインの違いであり、上嘉鉄 ー では文節 体ではなく 名詞 助詞の１拍

目 をドメインにして から を付与している。なお の部分は１拍とは らな

い（  はドメインの を表す）。 

 

� （３０）湾・中里� ○
――

○○
――

。   ○
――

○
――

○が
――

。 ○
――

○
――

○
――

から
――

。 ○
――

○
――

○
――

か
――

らも
――

。 

上嘉鉄� � ○
――

○○
――

。   ○
――

○
――

○が
――

。 ○
――

○
――

○か
――

ら。 ○
――

○
――

○か
――

ら
――

。  
 

� 上嘉鉄 ー の音調パターンを（ ）と同じように分析すると（３１）のようになる 10,11。

                                                 
10 （３１）と関 してもう一つ、湾・中里の 系列と違い、上嘉鉄 ー の 系列は言い

り形と 形が異なるようである。名詞 ２拍助詞、名詞 ３拍助詞では、 形が助詞の最

後まで高く 音されるのに対し、言い り形では助詞の最 拍が低く 音される。湾・中里で

は言い り形も低く わらないが、これとは対照的である。この は、湾・中里の 系列が

文節の最後で を し、 が に１拍であるため、言い り形でもこの拍を低くすること

はで ないことによる。これに対し、上嘉鉄 ー の 系列は の が文節末の 拍に
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ここでも、長い語 においては の 音調は （＝文節 ） 、 の は （＝文節

末） かって する。また … は助詞の２拍目以 が音 的に であること

を する。助詞の付かない文節では、名詞の最 拍から のメ ーが付与され

ることになる。 

 

� （３１）… 語 …  

�  

 

�  

� 最後に、上嘉鉄 ー でも１拍名詞にα系列、β系列の型の はなく、ここでも１

拍名詞はα系列に属し、かつ２拍名詞と同じ るまいを る。  

 

．２�  

β系列のアクセントは中里・湾のβ系列と基本的に同じであり、名詞の で上 が

こる12。ただし、３拍名詞 助詞の形では、中里や湾 には― での上 が ではな

く、― 拍がしばしば もしくは ( )と こ た。また「うすから」「うすまで」「

（ ）から」な では と んで という 音も こ る。「がまく（

り）まで」も… とならんで… という音調が こ ることがあった。（３２）

―（３ ）に２拍、３拍、 拍名詞のアクセントを言い り形と 形に分 て記す。  

 

（３２）言い り形：○
――

○。○
――

○
――

が。○
――

○
――

も。○
――

○
――

か
――

ら。○
――

○
――

ま
――

で。 

○
――

○
――

から
――――

も。○
――

○
――

まで
――――

も。  

� � �     形：     ○
――

○
――

が…。（○
――

○
――

から
――――

…。○
――

○
――

から
――――

も
――

…。）  
 

（３３）言い り形：○○
――

○
――

。○○
――

○
――

が（ ○
――

○
――

○
――

が ）。○○
――

○
――

も。 

○○
――

○
――

か
――

ら。（ がまくから ）。○○
――

○
――

ま
――

で。  

○○
――

○
――

から
――――

も。○○
――

○
――

まで
――――

も。 

� � � �   形：�  ○○
――

○
――

が
――

…。（ ○
――

○
――

○
――

が
――

…。 …。） 
 

（３ ）言い り形：○
――

○○
――

○。○
――

○○
――

○
――

が（ ○
――

○○○
――

が）。○
――

○○
――

○
――

も。 
                                                                                                                                                         
がるため、 の基本メ ーを しつつ、文節末拍を言い り形として（つまり文

末 として）低く で る。  
 この音調パターンをアクセント の概 を いて すると、名詞の語末拍が上

（次の拍を高くする ）を持つと ることも である。  
2 α系列と同列に じるならば、単語（名詞）の後ろから３つ目の拍が上 を持ってい

ると分析することが である。 
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○
――

○○
――

○
――

か
――

ら。○
――

○○
――

○
――

ま
――

で。○
――

○○
――

○
――

から
――――

も。○
――

○○
――

○
――

まで
――――

も。 

� � �  �  形：� � ○
――

○○
――

○
――

が
――

…。○
――

○○
――

○
――

から
――――

…。○
――

○○
――

○
――

から
――――

も
――

…。  
 

� め  
 
．１�  

� 以上の をもとに、集落 との異同を音調タイ に表すと次表のようになる。湾・

中里の音調パターンを （α系列）、 （β系列）と表し、それとの異同を したものであ

る。 , , , の記 が表す については（３ ）にまとめる。  

 

表 � 集落 とのα系列・β系列のタイ  

 坂嶺 湾  中里 上嘉鉄 阿伝 塩道 

α系列 �                           � � � �  

β系列                  � � �   � � � �  

 

（３ ） ：文節をドメインに、最後の３拍が… 。 

� � �    ：文節 体ではなく 単語 助詞の１拍目 をドメインにして最後が… 。  

� �    ：単語をドメインに、 拍目で上  

（単語の語末拍を して、その前で… ）。 

� �    ：文節をドメインに、 拍目で上  

（文末の語末拍を して、その前で… ）。 

�  

．２� �

� す ての集落に している点として次の 点をあ ることがで る。  

 

（３６）a. ２型アクセント体系を持つ。  

b. α系列、β系列とも基本メ ーは である。  

. 基本メ ーの音調は拍単位で付与される。  

. 基本メ ーは語 末から付与される。  

 

� これに対し、集落 の 異は という基本メ ーを付与するドメインの違いか

ら じる。 すると「単語」をドメインとして付与するか、「文節」をドメインとして付

与するかという違いであるが、前 は  (1999)の分 で語アクセント的、後 は語 調

的とされる である。 

� この付与ドメインの違いがα系列とβ系列の に観 される集落もある。たと ば湾・
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中里はα系列が文節単位（つまり語 調的）、β系列が単語単位（つまり語アクセント的）

という違いを持つ。この観点から集落 異を したのが次表である。各集落に付与した

「… 」は、集落の位 関 を すために、島の地 的中心から た のだいたいの方

を の で表したものである。  

 

表 � メ ーの付与範囲（ドメイン）をもとにした分  

 坂嶺 湾 中里 上嘉鉄 阿伝 塩道 

 １０    ６   ２  

α系列 � � � � � � 文節    � � 語 １  

β系列   文節  � � � � � � � � � � 語 

 

� 表 に られる集落（方言） を喜界島 体の 的な と ると、アクセントの

ドメインについて 的な が こっていると ることがで る。アクセントの が

語アクセント的なものと語 調的なものとの で していると言ってもよい。 的な

として次の３つの が られる。  

 

（３ ）a. 文節単位（語 調）の体系から単語単位（語アクセント）の体系  

b. 単語単位（語アクセント）の体系から文節単位（語 調）の体系  

. 単語単位（語アクセント）と文節単位（語 調）が した体系から 一的

体系 の  

 

� （３ a）は、坂嶺タイ の体系が最 にあり、そこから湾・中里タイ の体系を て、

上嘉鉄・阿伝・塩道タイ の体系 して たという 方である。この では、β系

列がα系列に先んじて したことになる。またもっとも い体系が坂嶺集落に ってい

るということを する。 

これに対し（３ ）はこれと の方 の を し、上嘉鉄タイ が の体系

で、そこから湾・中里タイ の体系を て坂嶺タイ の体系が て たと る。この に

立つと、 の上嘉鉄タイ の体系はα系列が「単語 １拍」をドメインとする分だ 、

に文節単位の体系 んでいることを する。また、 体としてα系列の がβ系

列よりも先に んだことになる。  

� （３ ）はこれらの２ の とも言 る であるが、 の湾・中里タイ の

合体系（α系列とβ系列でドメインが異なる体系）が最 にあって、その 合 を 消

するために２方 に が こったと する。坂嶺集落では文節単位の体系 一 が

られ、一方、上嘉鉄・阿伝・塩道では単語単位の体系 一 が られたという 方

である。この は 的には であろうが、な 最 に な 合体系が存 したのか
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という 本的な が る。  

� の では以上の３つの のいずれが しいか することは ずかしい。次節で

述 る 後の を する で な が られる がある。  

 

． �  

された も い。各集落について を やし、また各 からより くの ータ

を ることは言うまでもない。それに 、次の 点がとりわ だと われる。まず

一に、集落 とに音 分析を め、音調パターンの中で が 的 なのかという

を、 の （ り 、上 、下 な ）も 野に れて分析することである（

部 1973, 上野 1999）13。 二に、 合語のアクセント を する がある。各集落

が のような 合語アクセント を持っているのか、集落 に のような異同が観 さ

れるかを ることにより、前節で述 た 的 の方 についても が られる

がある。 

つ目の として、 報告した南部・中部地域のアクセント体系を北部地域（小野

津、 ）のアクセント体系と比較することをあ ることがで る。これは表 ・ で

述 た南部・中部地域の方言 を る上でも の である。最後に、アクセント以

の音 、とりわ 分節音（ 音や 音）の とアクセント体系を総合して る

ことが な であろう。アクセント体系の分 と分節音 の分 が一致する

はないが、方言下位 分を る上でも、あるいは前節で述 たアクセント体系の を

じる上でも な かりを与 てくれるに違いない。 
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